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１．目標設定
目標設定の前提となる将来見通し

• 銅、鉛、亜鉛、ニッケル、フェロニッケル製錬を対象

• ２０２０年度の生産活動量を２５６万トン/年と想定

• 電力の炭素排出係数（2010年、2013年の平均）

２０２０年度１．３４ｔ－C/万ｋWh 3



指標の選択理由 １

• 指標；自主行動計画ではエネルギー原単位

• ビジネス環境の悪化

鉱石品位の低下、リサイクル原料増加、電気料金値上げ

インドネシア新鉱業法（鉱石輸出禁止）施行
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世界の銅鉱床における銅品位の推移（1985～2020年）

・ 2010年6月2日、ニューヨークで開催されたメタルブレティン主催の国際銅会議

で、CODELCOのHernandez総裁が講演。

・ 銅品位の低下が顕著。2000年の0.95％から2020年には0.65％を予想。

出典： Hernandez (2010), Metal Bulletin Copper 2010 in NY, USAから
引用

銅 品 位 （％） 平均銅品位（露天掘り、坑内掘り）

平均銅品位（選鉱、SXEW）
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指標の選択理由 ２

• 省エネ活動だけでは、鉱石品位悪化、およびリサイクル原料
増加の影響を含めてCO2排出量を削減することは困難

• 省エネ対策は継続して進める（約40億円/年投資）

電気料金値上げの影響が大きく、2013年度投資額は

10億円に減少

• ゼロエミッション電源拡充（水力、地熱等）による、CO2排出
量削減を見込む

よってCO2排出原単位を目標指標に設定
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Φ２５０立坑 落差 約９０ｍ

標高448mﾚﾍﾞﾙ

坑内へ放流

水圧管 φ200

上部水槽

沈砂池

制御盤･配電盤

放水路

水車･発電機
坑外へ送電

神岡鉱業(株)坑内湧き水利用水力発電

導水路

標高358mﾚﾍﾞﾙ

（１）沈砂池
38.7m2×高さ0.6m 約11.6m3

（２）導水路
幅0.7m×高さ0.4m×延長60m

（３）上部水槽
幅5.4m×長さ32m×高さ0.7m 約80m3

（４）水圧管(立坑部)
Φ200×延長94.4m 傾斜θ=66.6°

（５）放水路
既設排水路利用。坑外まで約4km。

（６）高圧送電ケーブル
電圧6600V。系統連系点まで約5km。

高圧送電ｹｰﾌﾞﾙ
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坑内発電所機器レイアウト

竣工式

水車･発電機

水圧鉄管･停止台
高圧配電盤･発電機制御盤

水圧管(立坑)
･停止台

坑道開削形状
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三井金属(株)竹原製煉所 省エネ方策

熱回収効率善
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新電解工場の建設

新電解工場第二鋳造

東邦亜鉛安中製錬所

第一電解工場
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２０２０年度目標
CO2排出原単位を90年比１５％減

• これまでの実績

エネルギー原単位１．８％減（２００５～２０１２年）

• これからの目標

電力の炭素排出係数を想定値に固定して

２．６％減を目指す（２０１３～２０２０年）

ゼロエミッション電源の供給目標；5千万ｋWh/年

• BAT
設備更新時に現場にマッチしたBATを選定

13



ゼロエミッション電源への貢献

エネルギーセキュリティと温暖化対策に貢献するため
自ら電源開発に取り組む

地熱発電（地下資源探査技術応用）

・鉱業協会会員企業関連地熱発電出力；１４．５万ｋＷ

（国内の地熱発電認可出力合計；５４万ｋＷ）

・新規開発

再生可能エネルギー源確保のため、新規開発に着手

環境影響評価１ヵ所開始

数カ所において調査等の準備

水力発電（鉱山・製錬所向け電源開発技術応用）

・水力発電による電力供給増を計画

太陽光発電（遊休地利用）
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２．2013年度の取り組み実績
原単位変化の要因

目標指標 基準年度 目標水準
2013年度実績（基準年度比）

（）内は、2012年度実績

CO2排出原単位 １９９０ ▲ １５％ ▲１２．７ ％
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1990➣
2013

2012➣
2013

（要因例）

事業者の省エネ努力分 -０．４５１６ ０．０１８８

燃料転換分 ０．０２３５ ０．００８８

購入電力分原単位変化 ０．１８４１ -０．１２１４

CO2排出原単位の増減 -０．２４４ -０．０９３７



国際的なベンチマークと国内実績との比較

• ICMM；銅のLCAデータ：４．５ｔ－CO2/Cu-t
• 国内企業；３．６５ ｔ－CO2/Cu-t
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銅精製工場のエネルギー原単位国際比較 
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低炭素製品・サービス等の貢献
低炭素製品
・サービス等

当該製品等の特徴、
従来品等との差異など

削減見込量 算定根拠、データの出所など

低ＣＦＰデータの銅
ＩＣＭＭのＣＦＰ国際データと
比較して、低ＣＦＰデータの銅
を販売

国際的な比較で
はＣＯ２排出量と
して約８８万トン削
減

国際データ；４．５t-CO2/銅ｔ
国内データ；３．６５t-CO2/銅ｔ
銅の国内販売；１０３万ｔ
（４．５－３．６５）×１０３≒８８

地熱発電
地熱開発４箇所；１５．４５万
ｋＷ

ゼロエミッション電
源により約３３万ト
ン削減

１箇所は発電事業を実施（残り３箇所は電
力会社へ蒸気供給）。

１５．４５万ｋＷ×８８００ｈ×０．５＝６．８億ｋ
Ｗｈ/年
６．８×４．９１５≒３３万t-CO2

太陽光発電 遊休地利用
約 １ ． ８ 千 t-
CO2削減

発電実績；３．７百万ｋＷｈ/年

熱電変換材料開発
熱エネルギーを電気に変換でき
る高性能な熱電変換材料

約 ９ ． ９ 万 t-
CO2削減

２０２０年において、自動車７０万台に
設置した場合、約２億ｋＷｈ/年の発電量に
相当

電力平準化蓄電製
品

安全で安価な鉛蓄電池を民生部
門に定置型として設置し、電力
平準化に寄与

検討中
電力改革が進められる中、消費サイドの
改革を目指す
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②蓄電池を家庭にあまねく展開

【展開案】
・蓄電池システムでピークシフトを実施
・昼夜の電気料金差による電気料金削減
金額以内で蓄電池システムをレンタル提供

【家庭のメリット】
・電気料金削減
・安全・安心（緊急対応）

①電力における課題と蓄電池システムニーズの高まり

・個々をオンラインで監視しタイミングよく交電池換
・鉛蓄電池の鉛を100%リサイクルし、半永久的に繰返し使用
・鉛でファンドを運用し、蓄電池コストから鉛コストを除外
・現時点で蓄電池システムの原理最小コストの実現手法

③鉛蓄電池の完全リサイクルシステムを構築

鉛鉛リサイクル

鉛鉛

鉛鉛

再電池化

回収

交換

【蓄電池システムへの期待の高まり】
・電力需給調整のバッファ

-ピークシフトによる需要の平準化
-電力需給インバランス調整
-電力取引のバッファ

【課題】
・経済合理性

【電力における課題】
・電気料金の抑制
・CO2削減、再生エネルギー拡大

【取り組み】
・電力販売自由化、FIT
・電力需給の最適化
・需要の平準化
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海外での削減貢献の取り組み

海外での
削減貢献等

削減貢献の概要 削減見込量 算定根拠、データの出所など

ペルー水力発電
ペルーワンサラ鉱山にて４，５００
ｋＷの水力発電を建設し、近隣村に
も無償提供実施

１．７５万t-CO2/年 軽油削減６，７５０ｋｌ/年の効果

ＣＯ２に換算し１．７５万トン相
当

タイの余剰熱利
用発電

タイにおいて余剰熱発電による省エ
ネ実施

０．６万t-CO2/年 軽油削減２，４００ｋｌ/年の効果
ＣＯ２に換算し０．６万トン相当
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海外での
削減貢献等

取組実績 削減効果

ペルー水力発電
パルカ鉱山にて１，０００ｋＷの水力発電建設中（運転開
始は２０１４年１０月予定）

０．４万t-CO2/年



ワンサラ水力発電所

ワンサラ水力発電所

ワンサラ鉱山
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３．その他の取組

• ２０２０年以降の取り組み

２０３０年目標；CO2排出原単位；９０年比１８％減

ただし２０２０年に見直し実施

• 資源リサイクル、環境保全事業推進

廃棄物処理事業推進

リサイクル原料増加

• 休廃止鉱山跡地への植林活動推進

• 省エネ・CO2排出削減のための取り組み強化

消費者へのPR活動推進

業界として省エネ技術調査実施 21
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資源リサイクル

・資源リサイクルによって廃棄物量削減（２０１３年度６７万トン削減）

・廃棄物処理量（２０１３年度１４８万トン）
・２０１３年度リサイクル原料からの非鉄供給割合は２０．８％
・２０１３年度リサイクル原料は１９９９年度に比べ５４％増

２０１３年度生産量

(千ｔ)
２０１３年度リサイ
クル原料からの生
産量(千ｔ)

２００７年度リサイ
クル原料からの
生産量割合(％)

銅 1,４９１ ２５６（１７％） １３％

鉛 ２０７ １１４（５５％） ５３％

亜鉛 ５８４ １１６（２０％） １６％

ニッケル ５１ ０.１（０．２％） ０．６％

計 ２,３３３ 4８６．１
(２０．８%)   

１７．２％
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環境対策の例（森林管理）
三菱・ＤＯＷＡの植林による森林管理

住友・別子銅山の過去と現在

明治時代 現在
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住友史料館所蔵 住友金属鉱山㈱提供
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